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 単層カーボンナノチューブ (SWNTs) は，特異な一次元構造に由来した様々な優れた特性を有

するため，次世代光電子デバイス用高性能素子への応用などが期待されている．しかし，SWNTs

の特性はグラフェンシートの螺旋度 (カイラリティ) によって左右されるため，カイラリティ制

御が重要な課題の一つと言える．この課題に向けて我々は，触媒表面状態の精密制御による

SWNTs のカイラリティ制御合成法を開発し，発光効率が高い (6,4) SWNTs の高純度合成に世界で

初めて成功している [1]．本研究では，(6,4) SWNTs の更なる高純度化を目的とし，合成プロセス

における気相状態と合成される SWNTs のカイラリティとの相関に着目し実験を行った． 

 実験には本研究室で開発した拡散プラズマ CVD 装置を使用し [1]， 触媒表面状態制御による

カイラリティ制御手法により SWNTs 合成を行った [2]．合成された SWNTs のカイラリティ分布

の評価は蛍光—励起（PLE）マッピングにより行った．また，四重極型質量分析器 (Q-mass) を用

いて合成中の気相状態のその場観測を行いった．合成中の気相状態とカイラリティ分布の関係を

明らかにするために，プラズマ生成高周波 (RF; 13.56 MHz) 電力 (PRF) とガス圧力 (Pg) を変えて

実験を行った．その結果，従来のプラズマ条件(I(6,4) = 60%)

に比べ，プラズマ条件を最適化することで(6,4) の純度を

66%まで向上させることに成功した (Fig.1)．さらに，そ

の場観測結果から, (6,4) と (7,3) カイラリティの純度と

気相中の特定の前駆体組成に一定の相関がみられた．こ

れは反応前駆体種によってカイラリティ選択性が発現す

ることを実験的に明らかにした重要な結果である． 
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Fig.1: PLE map of SWNTs grown 

under the optimized plasma 

conditions.. 
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